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検査説明

体内金属等の確認（ダブルチェック）

造影の場合はアレルギー歴

照明や室温調節等の環境整備

騒音への配慮

検査体位の工夫

緊急ブザー、生態モニター

安全・安心のために我々が行うこと



共通項目

①撮影までの待合の環境について

椅子、明るさ、室温

②ＭＲＩ室の環境について

検査台の硬さ、明るさ、室温、臭い

アンケート項目



③ＭＲＩ検査についての説明

（どのような検査を行なうのか）

④ＭＲＩ検査時の体位について

（検査のための体の固定や体位について教えてください）

⑤ＭＲＩ検査中の音について

（撮影中の音や寝台が動くときの音について教えてください）

アンケート項目



⑥ＭＲＩ装置の狭さ・圧迫感について

（装置内での印象を教えてください）

⑦検査時間の長さについて

（検査時間の長さについて印象を教えてください）

⑧造影剤を使用した検査の説明について

※造影検査を行った方のみお答えください

アンケート項目







アンケート結果（全施設）
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２点以下の回答が多い項目

アンケート結果より

１．検査中の音
２．撮影体位
３．狭さ、圧迫感



アンケート結果（自施設）
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使用環境条件(標準環境)
・ スキャンルーム
周囲温度： 15-21℃
相対湿度： 30-60%(結露なきこと)

添付文書より

当院のエアコン設定
→ 冷房24℃（実測21 ℃ ）

検査室の温度について



 女性は寒がりなので、出来れば首・肩周りにも掛け物をしても
らえるとうれしいです。人によるとは思いますが、希望を聞いて
対応してはどうでしょう。より安楽に検査が受けられると思いま
すよ。 （40代・女性）

 体にバスタオルを掛けてもらうと良い、足が寒かった。
（40代・女性）

 体にタオルをかけてもらいますが、ちょっと寒いので胸の辺りま
でかけてもらうといいと思います。（40代・女性）

自由記載



撮影体位について
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撮影体位の工夫



メーカー取り組み

コイルのチルト機能
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検査時の音



使用方法
撮影にあたっては騒音のする旨を伝え、必要に応じて聴力保護装置（耳栓等）を
使用してください。本装置によって生じる騒音はJIS Z 4951:2004による測定結
果から最大時に99dBを超える可能性があります。（用いる聴力保護装置は適切
な効果の確認されたMR装置専用品を使用してください。）又、撮影中に異常を
感じた場合に緊急連絡用ゴムボール等を使用する旨を伝えてください。

警告**
1. 患者が、禁忌・禁止の欄に記載されている患者に該当するかどうかを検査前
に確認すること。
2. 音による耳への悪影響に対する保護等の手段を講じること。

装置Ａ

装置Ｂ

添付文書より抜粋



MR装置の取扱説明書

d) 患者及び MR 作業従事者への過度の騒音
取扱説明書は，次による。
− 麻酔下の患者は，高い音圧に対する許容度が通常よりも低い可能性があり，そのために，このような患

者の耳の保護は中等度の音圧レベルであっても省略しない方がよいことに注意を喚起しなければならな
い。
− 人が被る騒音についての法律が一部の国にあるということに注意を喚起しなければならない。
注記 0B 我が国では，JIS T 0601-1 の 9.6.2 を参照する。
− 撮像中の立入制限区域での作業においては，MR 作業従事者は騒音に関する保護規則に適合する聴
力保護具を身につけなければならないことを記載しなければならない。
− 適切な防音手段が講じられていないと，一過性又は持続的な聴覚障害のリスクがあることについて注意
を喚起しなければならない。

日本工業規格
JIS Z4951：2012(IEC 60601-2-33：2010)
磁気共鳴画像診断装置−基礎安全及び基本性能



MR装置の取扱説明書

MR装置の等価騒音レベル（LAeq, 1h）が 99 dB（A）を超える可能性がある場合は，取扱説明書は，次に
よる。
− 等価騒音レベルは，（NEMA MS 4:2006）に従った測定条件で測定したことを記載しなければならない。
−患者の安全性を考慮して聴力保護が必要であり，この聴力保護手段は，等価騒音レベルを 99 dB（A）未
満に下げるのに十分でなければならないことを記載しなければならない。
− 特に標準の耳あてを使うことができない場合，又は新生児若しくは未熟児のようにいかなる聴力保護手

段も使用することができない場合には，聴力保護のための適切な処置を行うための特別な注意及び訓練
が，操作者に必要であることを記載しなければならない。
− 妊婦・胎児，新生児，乳児，幼児及び高齢者の場合は，不安の増加によって，許容される音圧レベルでも
問題になる可能性があることについて注意を喚起しなければならない。

日本工業規格
JIS Z4951：2012(IEC 60601-2-33：2010)

磁気共鳴画像診断装置−基礎安全及び基本性能



メーカー取り組み

Ａ社：Silent Scan
Ｂ社：Pianissimo
Ｃ社：Quiet Suite
Ｄ社：ComforTone

各社、静音化機能

最近は静音化技術が搭載されつつある
が、メーカによっては全ての部位・シー
ケンスに対応していないこともある。



今回のアンケートでは、静音化機能を使用している
施設は無かった。

施設Ａでは、前使用機種に比べて相対的に騒音レ
ベルが軽減されたということで、ヘッドホン、耳栓を使
用していなかった。

施設Ｂでは、検査中の騒音について患者に説明し
た上で、希望があればヘッドホンの装着とし、本人が
必要な場合は耳栓を売店で購入していただく形態で
あった。



仕方無いと思われますが、音や体に響く感じは少し恐く
も感じました。

検査時のヘッドホーンの付けるものが合っていなかった
のか音がかなり聞こえた

一番音がうるさい

自由記載



●静音化機構を搭載している装置でも、ＤＷＩでは他の撮
像に比べて明らかに周波数が高く高音になるため、騒音
の発生について患者さんによく説明する必要がある。１）

１）野良 憲：頭部MRl検査における騒音の現状とその対策について

●1.5Ｔの装置では110dB以上になり、防音をしないと4
割の被験者で聴覚の一時的な閾値上昇をきたす。２）

２）森 浩一：ｆMRIおよび光計測による聴覚機能計測



検査中の音への配慮

静音化機能のある機種であれば、これを活用しなが
らも、撮像シーケンスによっては必要あれば、耳栓や
ヘッドホン装着も考慮することがベスト。

ヘッドホン装着位置に気を付けたほうがよい。

耳の穴の大きさや耳栓の入れ方により感じる音量が
大分違う。



狭さ・圧迫感について

• ワイドボア・ショートガントリの機種もあるが、圧迫感などの緩和にどの程
度効果があるか。また、撮像能力はどうか。

• 長いテーブルストロークにより、足先からガントリーに入るフィートファース
トで抵抗感が低減されるか。

メーカー取り組み

 ワイドボア
 ショートガントリ
 フィートファースト



まとめ

患者視点で改良された最新の装置の導入ができ
れば最善であるが、施設側の工夫で改善できるこ
ともある。

アンケート調査は他の施設とは違う、自施設の現
状を把握する事ができ、患者様の安心感や満足
度向上のための改善活動に役立つ。
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